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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 13,015 △3.4 △8 ― 44 ― 40 ―

2019年3月期第3四半期 13,480 △6.2 △88 ― △80 ― △46 ―

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　100百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　△522百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 10.17 ―

2019年3月期第3四半期 △11.65 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 27,123 11,286 41.6

2019年3月期 27,730 11,306 40.8

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 11,286百万円 2019年3月期 11,306百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

2020年3月期 ― ― ―

2020年3月期（予想） 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　　　2020年3月期（予想）期末配当金の内訳： 普通配当 30円00銭　記念配当 10円00銭

　　　詳細は、本日公表の「配当予想の修正（会社設立100周年記念配当）に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,000 △6.9 250 △19.3 300 △12.7 550 196.3 138.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 市田株式会社

（注）詳細は、添付資料7ページ「２．（３）連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料7ページ「２．（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 4,069,747 株 2019年3月期 4,069,747 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 87,417 株 2019年3月期 86,999 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 3,982,591 株 2019年3月期3Q 3,983,112 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料3ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境は堅調に推移し、緩やかな景

気回復基調で推移したものの、米中貿易摩擦や英国のEU離脱問題、消費税率引上げによる消費者

マインドへの影響などによる景気減速の懸念材料もあり、依然として先行き不透明な状況が続い

ております。 

このような環境下にあって当社グループにおける当第3四半期連結累計期間の業績は、売上高は

13,015百万円（前年同期比3.4％減）、営業損失は8百万円（前年同期は営業損失88百万円）、経

常利益は44百万円（前年同期は経常損失80百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は40百

万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失46百万円）となりました。 

セグメントの状況は以下のとおりです。

〔和装事業〕 

ツカモト市田株式会社における和装事業につきましては、不採算催事からの撤退などにより

減収となりましたが、催事運営管理の精度の向上に取り組み、固定経費・催事経費の圧縮によ

る経費の節減により損益は改善しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は2,033百万円（前年同期比12.9％減）、セグメント損失

（営業損失）は114百万円（前年同期はセグメント損失167百万円）となりました。 

〔洋装事業〕 

アパレル事業におけるメンズ部門につきましては、受注額は前年並みに推移しましたが、

レディス・OEM部門につきましては、低利益率案件の受注を見直したことに加え、消費税増税の

反動や豪雨・台風などの自然災害の影響による衣料品需要の落込みにより受注額が減少しまし

た。その結果、アパレル事業につきましては、減収減益となりました。 

ユニフォーム事業につきましては、前年同期ほどには受注案件の獲得が進まず、減収減益と

なりましたが黒字基調は続いております。 

以上の結果、当事業分野の売上高は5,174百万円（前年同期比7.9％減）、セグメント利益

（営業利益）は86百万円（前年同期はセグメント利益173百万円）となりました。 

〔ホームファニシング事業〕 

ホームファニシング事業につきましては、直営店の新規出店と不採算店舗の絞込みや業態

変更を図り、売上高は前年並みに推移しましたが、仕入コストの削減や経費の節減もあり損益

は改善し、黒字を維持しております。 

以上の結果、当事業分野の売上高は2,756百万円（前年同期比1.6％減）、セグメント利益

（営業利益）は8百万円（前年同期はセグメント損失171百万円）となりました。 
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〔健康・生活事業〕 

健康・生活事業につきましては、浄水器、既存の健康機器を中心に売上高は増加したものの、

販売促進費の増加や既存の健康機器の利益率の低下が収益を圧迫し、増収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は2,399百万円（前年同期比12.8％増）、セグメント損失

（営業損失）は139百万円（前年同期はセグメント損失42百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

建物の賃貸業につきましては、家賃収入は前年をやや上回りましたが、修繕費及び管理費用

が増加したため増収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は740百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益（営

業利益）は385百万円（前年同期はセグメント利益397百万円）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第3四半期連結会計期間における資産の部は、前連結会計年度末に比べ607百万円減少し、資

産合計は27,123百万円となりました。これは流動資産における現金及び預金が599百万円、受取手

形及び売掛金が1,211百万円それぞれ減少し、たな卸資産が994百万円増加したことに加え、投資

その他の資産における投資有価証券が時価評価等により138百万円増加したことによります。 

また負債の部は、前連結会計年度末に比べ588百万円減少し、負債合計は15,836百万円となりま

した。これは流動負債における支払手形及び買掛金が345百万円、短期借入金が2,273百万円それ

ぞれ減少し、固定負債における長期借入金が2,101百万円増加したことが主な要因であります。長

期借入金、短期借入金の変動は主に返済期限による長期、短期の振替によるものであり、借入金

全体としましては171百万円の減少となりました。 

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ19百万円減少し、純資産合計は11,286百万円となりま

した。これは利益剰余金が78百万円減少し、その他の包括利益累計額におけるその他有価証券評

価差額金が102百万円増加したことが主な要因となります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想としましては、現段階で2019年5月15日発表の通期連結業績予想の修正は行ってお

りません。ただし、見直しが必要と判断した場合には速やかに開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,421 1,822

受取手形及び売掛金 3,513 2,301

たな卸資産 2,116 3,111

その他 537 599

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,588 7,834

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,664 2,631

土地 10,581 10,581

その他（純額） 157 155

有形固定資産合計 13,403 13,369

無形固定資産

その他 105 126

無形固定資産合計 105 126

投資その他の資産

投資有価証券 3,432 3,571

出資金 1,500 1,500

退職給付に係る資産 426 444

その他 283 293

貸倒引当金 △9 △16

投資その他の資産合計 5,633 5,793

固定資産合計 19,142 19,288

資産合計 27,730 27,123

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,959 3,613

短期借入金 7,214 4,940

未払法人税等 59 15

未払消費税等 58 138

返品調整引当金 71 20

その他 525 341

流動負債合計 11,887 9,069

固定負債

長期借入金 1,230 3,331

繰延税金負債 2,328 2,374

再評価に係る繰延税金負債 13 13

役員退職慰労引当金 20 20

退職給付に係る負債 238 243

資産除去債務 10 10

その他 695 772

固定負債合計 4,537 6,767

負債合計 16,424 15,836
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 709 709

利益剰余金 7,006 6,927

自己株式 △104 △104

株主資本合計 10,441 10,361

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 769 871

繰延ヘッジ損益 0 0

土地再評価差額金 7 7

為替換算調整勘定 2 1

退職給付に係る調整累計額 83 43

その他の包括利益累計額合計 865 925

純資産合計 11,306 11,286

負債純資産合計 27,730 27,123
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 13,480 13,015

売上原価 9,585 9,150

売上総利益 3,895 3,865

返品調整引当金繰入額 14 20

返品調整引当金戻入額 58 71

差引売上総利益 3,939 3,915

販売費及び一般管理費 4,027 3,924

営業損失（△） △88 △8

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 57 102

投資有価証券売却益 2 2

保険配当金 8 7

為替差益 1 1

その他 27 15

営業外収益合計 102 134

営業外費用

支払利息 75 74

手形売却損 3 2

貸倒引当金繰入額 1 ―

その他 14 3

営業外費用合計 94 81

経常利益又は経常損失（△） △80 44

特別損失

組織再編関連費用 ― 8

特別損失合計 ― 8

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△80 36

法人税、住民税及び事業税 △34 △4

法人税等調整額 ― ―

法人税等合計 △34 △4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △46 40

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△46 40

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

― ―

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △452 102

繰延ヘッジ損益 1 △0

為替換算調整勘定 △1 △1

退職給付に係る調整額 △23 △40

その他の包括利益合計 △476 60

四半期包括利益 △522 100

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △522 100

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） 

連結の範囲の重要な変更 

第 1 四半期連結会計期間におきまして、ツカモトアパレル株式会社、ツカモトユーエス株式会社、ツ

カモトエイム株式会社、ツカモト株式会社、市田株式会社、塚本倉庫株式会社及び株式会社創新の 7 社

は、当社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。変更後の

連結子会社の数は 3社であります。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用の計算 

税金費用につきましては、当第 3 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第 3四半期連結累計期間（自 2018 年 4 月 1日  至 2018 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
和装事業 洋装事業 

ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 

合計 

売上高       

外部顧客に対する 

売上高 2,335 5,616 2,789 2,127 611 13,480 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
―  0 12 0 98 110 

計 2,335 5,616 2,802 2,128 709 13,591 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 167 173 △ 171 △ 42 397 189 
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円） 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 189 

セグメント間取引消去 5 

全社費用（注） △ 283 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △ 88 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第 3四半期連結累計期間（自 2019 年 4 月 1日  至 2019 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
和装事業 洋装事業 

ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 

合計 

売上高       

外部顧客に対する 

売上高 2,033 5,174 2,744 2,399 663 13,015 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
0 ―  12 ―  77 89 

計 2,033 5,174 2,756 2,399 740 13,105 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 114 86 8 △ 139 385 226 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円） 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 226 

セグメント間取引消去 2 

全社費用（注） △ 236 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △ 8 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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